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要 旨 国立小児病院のペルテス病保存療法の治療成績を検討した. 対象は1991年から10年間

に初診したペルテス病患者170例182般のうち14歳以上まで経過観察が可能であった症例とした

このうち、手術例をのぞき初発症状出現時より半年以内に受診した39例41般を今回検討した. 初

発症状出現時年総は平均7.0歳で， 追跡調査期間は平均8.1年であった 装具はAtlanta braceま

たはTachdjian型の外転免荷装具を使用した最終成績はStlllberg分類で評価したStlllberg分類

1 • IIの症例は61%を占め， 成績良好であったが， 発症時年餓8歳未満の症例でも圧演範囲が広い

場合は装具療法で満足な結果が得られなかった.

はじめに

ペルテス病に対する治療の目的は骨頭変形を防

止することであり，一般にcontainment療法が行

われている 今回， 14歳以上まで追跡調査し得た

症例の治療成績について検討したので報告する

対象および方法

1991年から10年聞に当院を初診したペルテス

病患者は170例182股である 14歳以上まで経過

観察が可能で， 手術例をのぞき， 初発症状出現時

より半年以内に当院を受診した39例(男性34例，

女性5例) 41股を今回の検討 対象とした 初発症

状出現時年齢は3.8�10.1歳(平均7ρ歳)で， 追

跡調査期間は 4.2�12.0年(平均8.1年)であっ

た

Catterall分類υては2型が18股，3型が16股，

4型が7股て<， Lateral pillar分類2)では， A型が

5股， B型が20股， B/C型が7股， C型が9股で

あった(表1)

治療は全例， 入院のうえ， ベッド上安静， 水平

外転牽引を行い， 可動域制限の改善が得られたの

ち装具を使用した. 原則的 に6歳以下ではAt­

lanta brace， 7歳以上でTachdiian型の外転免荷

装具を使用した.Atlanta brace を使用したのは5

例 7股で発症時年齢は5.5�8.0歳(平均6.6歳)

であった. 6歳以よで 使用したのは両側例3例5

股であった 両側例のうち1股は 初診時すでに修

復期であったため今回の 対象から除外した， 装具

装着期間は 18.8�24.6か月(平均22.7か月)で

あった.Tachdiian型装具は34例34股に使用し，

発症時年齢 は3.9�10.1歳(平均6.9歳)であっ

た. 装具装着期間は 8.1�30.2か月(平均18.0か

月)であった.

Key words: Perthes' disease(ペルテス病)， conservative treatment(保存療法人abduction brace(外転装具)， long­

term results(長期成績)
i封書先:〒157 8535 東京都世田谷区大蔵2 10 1 厨立成予言医療センター整形外科 西脇 徽 包話(03)3416 0181 
受付白 ，平成18年2月2日
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数と最終成績

向が見られた(図2)

発症時年齢と最終成績Stulberg分類の関係を

示すと， 発症時年齢が8歳未満ではStulbergト

日型の成績良好群が約65%を占めていたが8歳

以上では良好群と不良群が約半数ずつで. 発症時

年齢が若いほど成績が良好に なる傾向がみられた

(図3). Lateral pillar分類別に 示すと発症時年齢

が8歳未満では， Lateral pillar分類のA型， B型

では15例中13例87%が， Stulberg 1 • II型の成

績良好群であったのに対しB/C型， C型では11

例中7例64%が成績不良であった8歳以上では

A型では2例中2例が成績良好であったが.B

型，B/C型，C型では13例中7例54%が成績不良で

あった.8歳未満のA型也型，8歳以上のA型では

装具療法で良好な成績をおさめることができた

最終成ttfは最終調査時0) x線Stulberg分類岬

で評価した.

果

最終調査時のX線では， 成績良好であるStuJ.

berg 1 • II型 が25股で61%を 占 め ていた圃

Catterall分類別では2型と3型では約2/ 3 の症

例がStulberg ] • II で良好な結果であったが4型

では7例中5例がStulberg IIIからVに分類され

成績不良であった. Lateral pillar分類別では.圧

壌の少ないA型. B型では25例中19例76%が

成績良好で、あったがB/C型・C型では16例中10

結

本症の治療目的は脅頭変形を防ぐことであり，

現在ではcontainment療法が一般に行われてい

る.

察考

例63%が成績不良であった(図1)

Lateral piI lar分類をさらにhead-at-risk sign 

の項目数に分類し， Stulberg 評価との関係を示す

と， Lateral pillar分類のB型では.head at -ri sk 

sign の項目数がOでは5例中5例が成績良好で、

あったのに対し.項目数がlでは11例中7例.項

目数が2 では4例 中3例が成績不良であった.

Lateral pillar分類のB/C型， C型でも同様の傾

306 



我々は年少児には外転荷重装具， 年長児には外

転免荷装具を装馨し，装具によるconta inment療

法を中心に行ってきた. H in ge abduction や股関

節炎などにより外転制限が出現した場合には入院

の上， 牽引を行い， 症例によっては手術を行って

いる 今回は装具療法による保存療法の成績をま

とめ報告した

Atla nta b rac eやTachdji a n 型装具は着脱が容

易であることから， 毎日着用しているか， 思肢の

外転位をとることができcontainmentが維持さ

れているかなどが不明であるが， 1�3 か月おきに

外来で装具の使用状態， 歩容をチェックし， 症例

によっては歩行訓練のための入院も行ってきた.

このような装具療法で8歳未満のA型'B型， 8 

歳以上のA型では良好な成績をおさめることが

できたが， これ以外の症例では満足な結果を得る

ことはできなかった

Herrin gらによる と8歳以上でlateral pilla r 

分類のB型.B/C型は手術によってconta inment

をはかった方が装具療法より成績が良かったとし

ている. またKamegaya ら3)もC atterall分類3

型・4型の保存療法と手術療法の上慨を行い，野E

範囲が広い症例には手術療法の方が成績良好で

あったとしている

今回の検討で我々の装具療法の成績およびその

限界が明らかになった今後，年齢，head-at-risk 

sign の項目数を考慮し 壊死範囲の広い症例に

は， 手術療法を含めた他の治療法も検討する必要

があると思われる，

まとめ

1 )国立小児病院でのペルテス病の保存療法の
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図4. 年総�IJ lateral pillar分類と最終成績

成績を調査したので報告した，

2) 41股中61%良好な成績をおさめることが

できた

3)発症時年齢が8歳未満の症例でも圧潰が広

い場合は装具療法で満足な結果が得られなかっ

た，

4) h ead at risk sign の項目数が多い症例は

成主齢f悪くなる傾向がみられた
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Treatment Outcome in Perthes' Dísease ín the 

National Chí1dren's Hospital 

Toru Níshíwakí， M. D.， et a1. 

Division of Orthopedics， Department of Sllrgery Sllbspecialties， National Children's 

Medical Center， National Center for Child Health and Development (NCCHD) 

We report the reslllts from conservative treatment for patients with Legg Calve­

Perthes'diseas色From 1991 to 2000， 170 patients with Legg Calve Perthes' disease have visited 

the National Children's Hospita)， and here we have evalllated 39 patients involving 41 hips who 

were older than 14 years at final follow IIp. Their mean age at onset was 7.0 years， and the 
mean follow up period was 8.1 years. We used the Atlanta brace or Tachdjian abduction brace 

for the conservative treatment. Among the 41 patients， 61% were classified as Stlllberg's tyt光

1 or 11， indicating a good resldt Bllt the results in severely aHected hips were poor even when 

the age of onset was younger than 8 years 


